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太
田
和
泉
守
こ
れ
を
綴
る 

 

天
正
九
年
辛
巳 

  
 

御
爆
竹
の
事 

  

正
月
朔
日
、
他
国
衆
の
御
出
仕
御
免
な
さ
れ
、
安
土
に
こ
れ
あ
る
御
馬
廻
衆
ば
か
り
、
西
の

御
門
よ
り
東
の
御
門
へ
御
通
し
な
さ
れ
、
御
覧
あ
る
べ
き
の
旨
、
上
意
に
て
、
各
其
の
覚
悟
仕

り
侯
と
こ
ろ
、
夜
中
よ
り
巳
刻
ま
で
雨
降
り
、
御
出
仕
こ
れ
な
く
、
安
土
御
構
へ
の
北
、
松
原

町
の
西
、
海
端
へ
付
け
て
、
御
馬
場
を
築
か
せ
ら
れ
、
元
日
よ
り
、
菅
屋
九
右
衛
門
・
堀
久
太

郎
・
長
谷
川
竹
両
三
人
御
奉
行
に
て
、
御
普
請
こ
れ
あ
り
。 

 

正
月
二
日
、
安
土
の
町
人
ど
も
に
御
鷹
の
雁
・
鶴
を
余
多
町
貼
へ
下
さ
れ
、
忝
の
由
侯
て
、

佐
々
木
宮
宮
に
て
、
御
祝
言
と
し
て
能
を
仕
り
、
爰
に
て
頂
戴
侯
ひ
し
な
り
。 

 

正
月
三
日
、
武
田
四
郎
勝
頼
、
遠
州
高
天
神
の
城
後
巻
と
し
て
、
甲
斐
・
信
濃
一
揆
を
催
し
、

罷
り
出
づ
る
の
由
、
風
説
に
付
き
て
、
岐
阜
中
将
信
忠
卿
御
馬
を
出
だ
さ
れ
、
尾
州
清
洲
の
城

に
御
居
陣
な
り
。 

正
月
四
日
、
横
須
賀
の
城
御
番
手
と
し
て
、
水
野
監
物
、
水
野
宗
兵
衛
、

大
野
衆
、
三
首
指
し
遣
は
さ
る
。 

 

正
月
八
日
、
御
馬
廻
、
御
爆
竹
用
意
致
し
、
頭
巾
装
束
結
構
に
致
し
、
思
ひ
貼
の
出
立
に
て
、

十
五
日
に
罷
り
出
づ
べ
き
の
旨
、
御
触
れ
あ
り
。
江
州
衆
へ
仰
せ
付
け
ら
れ
し
、
御
爆
竹
申
し



付
け
の
人
数
、
北
方
東
一
番
に
仕
る
次
第
、
平
野
土
佐
、
多
賀
新
左
衛
門
、
後
藤
喜
三
郎
、
蒲

生
忠
三
郎
、
京
極
小
法
師
、
山
崎
源
太
左
衛
門
、
山
岡
孫
太
郎
、
小
河
孫
一
郎
、
南
方
の
次
第
、

山
岡
対
馬
、
池
田
孫
次
郎
、
久
徳
左
近
、
永
田
刑
部
少
輔
、
青
地
千
代
寿
、
阿
閉
淡
路
守
、
進

藤
山
城
守
。
以
上
。 

 

御
馬
場
入
り
御
先
へ
御
小
性
衆
、
そ
の
次
を
信
長
公
、
黒
き
南
蛮
笠
を
め
し
、
御
眉
を
め
さ

れ
、
赤
き
色
の
御
ほ
う
こ
う
を
め
さ
れ
、
唐
錦
の
御
そ
ば
つ
ぎ
、
虎
皮
の
御
行
騰
。
蘆
毛
の
御

馬
、
す
ぐ
れ
た
る
早
馬
、
飛
鳥
の
如
く
な
り
。
関
東
祗
侯
の
矢
代
勝
介
と
申
す
馬
乗
り
、
是
れ

に
も
御
馬
乗
り
さ
せ
ら
れ
、
近
衛
殿
、
伊
勢
兵
庫
頭
。
御
一
家
の
御
衆
、
北
畠
中
将
信
雄
、
織

田
上
野
守
信
兼
、
織
田
三
七
信
孝
、
織
田
源
五
、
織
田
七
兵
衛
信
澄
。 

 

こ
の
外
、
歴
貼
、
美
々
し
き
御
出
立
、
思
ひ
貼
の
頭
巾
、
装
束
、
結
構
に
て
、
早
馬
十
騎
・

廿
騎
宛
乗
せ
ら
れ
、
後
に
は
、
爆
竹
に
火
を
付
け
、
焜
と
、
は
や
し
申
し
、
御
馬
ど
も
懸
け
さ

せ
ら
れ
、
其
の
後
、
町
へ
乗
り
出
だ
し
、
さ
て
、
御
馬
納
め
ら
る
。
見
物
群
集
を
な
し
、
御
結

構
の
次
第
、
貴
賎
耳
目
を
驚
か
し
申
す
な
り
、 

 

正
月
廿
三
日
、
惟
任
日
向
守
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
京
都
に
て
御
馬
揃
へ
な
さ
る
べ
き
の
間
、

各
及
ぶ
程
に
結
構
を
尽
し
、
罷
り
出
づ
べ
き
の
旨
、
御
朱
印
を
以
て
御
分
国
に
御
触
れ
こ
れ
あ

り
。 

 

二
月
十
九
日
、
北
畠
中
将
信
雄
卿
、
中
将
信
忠
卿
、
御
上
洛
。
二
条
妙
覚
寺
に
御
寄
宿
。 

 

二
月
廿
日
、
信
長
御
出
京
、
本
能
寺
に
至
つ
て
御
座
を
移
さ
る
。 

 

二
月
廿
三
日
、
き
り
し
た
ん
国
よ
り
黒
坊
主
参
り
侯
。
年
の
齢
廿
六
、
七
と
見
え
な
り
。
惣



の
身
の
黒
き
事
牛
の
如
し
。
彼
の
男
、
健
や
か
に
、
器
量
な
り
。
し
か
も
、
強
力
十
の
人
に
勝

な
り
。 

 

伴
天
連
を
召
し
列
れ
奏
り
、
御
礼
中
し
上
ぐ
。
誠
に
以
て
、
御
威
光
、
古
今
に
承
り
及
ば
ず
、

三
国
の
名
物
、
か
様
に
希
有
の
物
ど
も
、
細
々
拝
見
、
有
り
が
た
き
御
事
な
り
。 

 

二
月
廿
四
日
、
北
国
越
州
よ
り
、
柴
田
修
理
亮
、
柴
田
伊
賀
守
、
柴
田
三
左
衛
門
尉
、
罷
り

上
り
、
色
々
珍
奇
、
員
を
尽
し
進
上
侯
て
、
御
礼
こ
れ
あ
り
。
御
馬
揃
へ
、 

 

二
月
廿
八
日
、
五
畿
内
隣
国
の
大
名
・
小
名
・
御
家
人
を
召
し
寄
せ
ら
れ
、
駿
馬
を
天
下
に

集
め
、
御
馬
揃
へ 

 

聖
王
へ
御
叡
覧
に
備
へ
ら
れ
、
訖
ん
ぬ
。
上
京
、
内
裏
の
東
に
、
北
よ
り
南
へ
八
町
に
馬
場

を
や
り
、
馬
場
中
に
竪
に
高
さ
八
尺
に
柱
を
毛
氈
を
以
て
つ
ゝ
ま
せ
、
埒
を
ゆ
は
せ
ら
る
。
抑

も
、
禁
中
東
門
御
築
地
の
外
に
行
宮
を
立
て
さ
せ
ら
れ
侯
事
、
借
染
と
は
申
し
な
が
ら
、
金
銀

を
鏤
め
、
清
涼
殿
よ
り
、
帝
・
雲
客
・
卿
相
・
殿
上
人
、
衣
香
当
を
撥
ひ
、
四
方
に
薫
じ
、
其

の
数
さ
も
花
や
か
な
る
御
粧
に
て
御
出
で
あ
り
。
摂
家
・
清
花
の
御
衆
、
歴
貼
甍
を
並
べ
、
皇

居
の
（
囲
）
を
守
護
し
申
さ
れ
、
左
右
に
桟
敷
を
打
た
せ
ら
れ
、
扨
も
、
儀
式
の
御
結
構
、
美
々

し
き
有
様
、
筆
に
も
詞
に
も
述
べ
が
た
く
、
何
れ
も
貼
、
晴
な
ら
ず
と
云
ふ
事
な
し
。
下
京
本

能
寺
を
、
信
長
、
辰
の
刻
に
出
で
さ
せ
ら
れ
、
室
町
通
り
に
御
上
り
な
さ
れ
、
一
条
を
東
へ
、

御
馬
場
へ
入
る
の
次
第
。 

 

一
番
に
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
尉
長
秀
、?

に
摂
州
衆
・
若
州
衆
・
西
岡
の
河
島
。
二
番
、
蜂

屋
兵
庫
頭
、?

び
に
河
内
衆
・
泉
衆
、
根
来
寺
の
内
大
ケ
塚
、
佐
野
衆
。
三
番
、
惟
任
日
向
守
、



?

び
に
大
和
・
上
山
城
衆
。
四
番
、
村
井
作
右
衛
門
、
根
来
・
上
山
城
衆
。
御
連
枝
の
御
衆
、

中
将
信
忠
卿
、
馬
乗
八
十
騎
。
美
濃
衆
・
尾
張
衆
、
北
畠
中
将
信
雄
、
馬
乗
三
十
騎
、
伊
勢
衆
。

織
田
上
野
守
信
兼
、
馬
乗
十
騎
。
同
三
七
信
孝
、
馬
乗
十
騎
。
同
七
兵
衛
信
澄
、
馬
乗
十
騎
。

同
源
五
、
同
叉
十
郎
、
同
勘
七
郎
、
同
中
根
、
同
竹
干
代
、
同
周
防
、
同
孫
十
郎
。
公
家
衆
、

近
衛
殿
、
正
親
町
中
納
言
殿
、
烏
丸
中
納
言
殿
、
日
野
中
納
言
殿
、
高
倉
藤
右
門
佐
殿
、
細
川

右
京
大
夫
殿
、
細
川
右
馬
殿
、
伊
勢
兵
庫
頭
殿
、
一
色
左
京
権
大
夫
殿
、
小
笠
原
。
御
馬
廻
、

御
小
姓
衆
、
何
れ
も
十
五
騎
づ
つ
、
与
貼
を
、
仰
せ
付
け
ら
る
。
越
前
衆
、
柴
田
修
理
亮
、
同

伊
賀
、
柴
田
三
左
衛
門
、
不
破
河
内
守
、
前
田
又
左
衛
門
、
金
森
五
郎
八
、
原
彦
次
郎
。
御
弓

衆
百
人
。
頓
而
御
先
、
平
井
久
右
衛
門
、
中
野
又
兵
衛
両
人
、
二
手
に
分
げ
て
、
二
段
に
参
り

侯
な
り
。
是
れ
は
一
統
に
打
矢
を
腰
に
さ
ゝ
れ
な
り
。 

 

御
馬
牽
か
せ
ら
れ
侯
次
第
。
厩
別
当
青
地
与
右
衛
門
御
奉
行
な
り
。
左
の
御
先
へ
嗇
も
ち
、

み
ち
げ
、
草
お
け
持
、
御
の
ぼ
り
さ
し
。
一
番 

鬼
蘆
毛
、
右
御
先
へ
水
お
け
持
、
御
の
ぽ
り

さ
し
。
ひ
さ
く
持
、
今
若
。
御
く
ら
か
さ
ね
唐
織
物
、
同
あ
お
り
、
同
前
、
雲
形
は
こ
う
の
き

ん
ら
ん
な
り
。
二
番
、
小
鹿
毛
。
三
番
、
大
あ
し
毛
。
四
番
、
遠
江
鹿
毛
。
五
番
、
こ
ひ
ば
り
。

六
番
、
か
は
ら
げ
。 

 

此
の
御
馬
と
申
す
は
、
奥
州
津
軽
、
日
本
ま
で
、
大
名
・
小
名
に
よ
ら
ず
、
是
れ
ぞ
と
申
す

名
馬
、
我
も
貼
と
、
は
る
貼
牽
き
上
せ
、
進
上
侯
。
余
多
の
名
馬
の
中
に
て
、
勝
れ
た
る
御
馬

な
り
。
本
朝
に
お
い
て
是
の
上
こ
す
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
御
馬
、
御
皆
具
は
申
す
に
及
ば

ず
、
何
れ
も
、
色
貼
に
御
溝
、
申
す
ば
か
り
な
し
。
御
中
間
衆
出
立
、
立
烏
帽
子
、
黄
な
る
水



干
、
白
き
袴
、
す
足
に
草
鞋
な
り
。
七
番
、
夕
庵
、
山
う
ぽ
の
出
立
に
て
、
此
の
外
、
坊
主
衆
、

長
安
・
長
雲
・
友
閑
、
御
先
に
参
ら
る
ゝ
。
八
番
、
御
曲?

持
四
人
。
御
奉
行
、
市
若
。
地
を

金
に
、
雪
に
浪
を
絵
取
り
な
り
。 

 

左
の
御
先
小
姓
、
御
杖
持
、
北
若
、
御
長
刀
持
、
ひ
し
や
、
左
、
御
小
人
五
人
、
御
行
縢
持
、

小
市
若
。
御
馬
大
黒
に
召
さ
れ
、
惣
て
御
小
人
廿
七
人
。
右
、
御
先
小
姓
御
小
人
六
人
、
御
行

縢
持
、
小
駒
若
、
御
太
刀
持
、
糸
若
、
御
長
刀
持
、
た
い
と
う
、
御
行
縢
、
地
を
金
に
虎
の
府

を
繍
に
、
御
鞍
重
、
御
あ
を
り
、
御
手
綱
、
腹
帯
、
尾
袋
ま
で
同
前
な
り
。
紅
の
総
房
の
鞦
に
、

や
う
ら
く
を
付
け
さ
せ
ら
れ
、
御
小
人
衆
、
あ
か
き
小
袖
に
、
こ
う
地
白
の
肩
衣
、
黒
皮
の
袴

一
統
な
り
。 

 

御
内
府
の
御
装
束
、
御
眉
に
て
、
き
ん
し
や
を
以
て
ほ
う
こ
う
め
さ
れ
、
今
度
、
京
都
・
奈

良
・
堺
に
て
珍
ら
し
き
唐
織
物
御
尋
ね
な
さ
れ
、
各
、
御
枝
葉
の
御
衆
、
御
装
束
と
仰
せ
出
だ

さ
る
ゝ
の
処
、
隣
国
よ
り
我
も
劣
ら
ず
と
、
上
品
の
唐
綾
・
唐
錦
・
唐
縫
物
等
、
其
の
員
を
尽

し
、
上
覧
に
備
へ
奉
る
も
の
な
り
。
此
の
き
ん
し
や
と
申
す
は
、
昔
、
唐
土
か
天
竺
に
て
、
天

子
・
帝
王
の
御
用
に
織
り
た
る
物
と
相
見
え
て
、
四
方
に
織
止
あ
り
て
、
真
中
に
人
形
を
結
構

に
織
り
付
け
な
り
。
今
亦
、
天
下
納
り
て
内
裏
・
仙
洞
御
ほ
う
こ
う
の
御
用
に
罷
り
立
つ
べ
き

為
め
に
、
参
り
な
り
。
能
と
織
ら
れ
た
る
如
く
、
御
ほ
う
こ
う
似
合
申
す
な
り
。
上
古
の
名
物

拝
見
、
有
り
が
た
き
御
代
な
り
。 

 

御
頭
巾
と
う
か
む
り
、
御
後
の
方
に
、
花
を
立
て
さ
せ
ら
れ
、
高
砂
太
夫
の
御
出
立
か
、
梅

花
を
折
り
、
首
に
挿
し
、
二
月
雪
衣
に
落
つ
る
心
か
。
御
膚
に
め
さ
せ
ら
れ
候
御
小
袖
、
紅
梅



に
白
の
だ
ん
、
段
々
に
、
き
り
唐
草
な
り
。
其
の
上
に
、
蜀
江
の
錦
御
小
袖
、
御
袖
口
に
は
、

よ
り
き
ん
を
以
て
、
ふ
く
り
ん
を
め
さ
れ
候
。
是
れ
は
、
昔
年
、
大
国
よ
り
三
巻
、
本
朝
へ
渡

り
た
る
内
の
、
其
の
一
巻
な
り
。
永
岡
与
一
郎
都
に
て
尋
ね
、
捜
し
求
め
、
進
上
。
古
今
の
名

物
ど
も
参
集
し
、
御
名
誉
、
申
す
計
り
な
し
。
御
肩
衣
、
ぺ
に
ど
ん
す
に
、
き
り
か
ら
草
な
り
。

御
袴
、
同
前
な
り
。
御
腰
に
ぼ
た
ん
の
作
り
花
を
さ
ゝ
せ
ら
れ
、
是
れ
は
、 

 

禁
裏
様
よ
り
参
り
た
る
由
な
り
。
御
腰
蓑
白
熊
、
御
太
刀
御
の
し
付
、
御
は
き
そ
へ
は
、
さ

や
巻
の
熨
斗
つ
き
な
り
。
御
腰
に
鞭
を
さ
ゝ
せ
ら
れ
、
御
ゆ
か
け
、
白
革
に
き
り
の
と
う
の
御

紋
あ
り
。
御
沓
は
猩
々
皮
、
立
上
り
は
唐
錦
な
り
。 

 

花
や
か
な
る
御
出
立
、
御
馬
場
入
り
の
儀
式
、
さ
な
が
ら
、
住
吉
明
神
の
御
影
向
も
、
か
く

や
と
、
心
も
そ
ゞ
ろ
に
、
各
、
神
感
を
な
し
奉
り
訖
ん
ぬ
。
然
ら
ぱ
、
隣
国
の
群
集
、
晴
れ
が

ま
し
き
に
付
け
て
、
爰
を
肝
要
と
、
思
ひ
貼
の
頭
巾
、
出
立
は
、
我
れ
劣
ら
じ
と
、
あ
ら
ゆ
る

程
の
結
構
生
便
敷
、
各
手
を
尽
し
、
し
か
転
の
衣
装
、
下
に
は
過
半
、
紅
梅
・
紅
筋
、
上
着
は

薄
絵
、
唐
縫
物
、
金
欄
、
唐
綾
、
狂
文
の
小
袖
、
側
次
、
袴
同
前
、
各
腰
簑
付
け
ら
れ
な
り
。

或
ひ
は
、
き
ん
へ
い
、
或
ひ
は
紅
の
糸
、
縫
物
を
切
り
さ
き
に
し
て
、
付
け
ら
れ
た
る
も
あ
り
。

馬
具
押
し
懸
け
、
鞦
、
三
尺
縄
各
上
品
の
紅
の
糸
を
付
け
た
る
も
あ
り
。
又
、
五
色
の
糸
に
て

く
ま
せ
た
る
鞦
も
あ
り
。
蹈
皮
、
草
鞋
等
に
至
る
ま
で
、
皆
、
五
色
の
糸
に
て
作
ら
せ
、
太
刀

は
過
半
の
し
付
な
り
。
生
便
敷
し
た
て
、
結
構
と
申
す
は
、
中
貼
お
ろ
か
な
り
。
数
百
人
の
事

な
れ
ぽ
、
一
貼
に
は
、
し
る
し
得
ず
。
初
め
は
、
一
与
に
十
五
騎
つ
ゞ
と
、
仰
せ
出
だ
さ
れ
候

へ
ど
も
、
ひ
ろ
き
御
馬
場
に
て
、
三
与
四
く
み
づ
つ
、
一
手
に
な
り
、
入
り
ち
が
へ
、
透
間
な



く
、
馬
に
行
き
当
な
り
候
は
ぬ
様
に
、
埒
を
右
よ
り
左
へ
乗
り
ま
は
し
、
辰
の
刻
よ
り
未
の
刻

ま
で
、
め
さ
せ
ら
れ
、
駿
馬
の
集
ま
り
、
記
し
が
た
き
は
、
勿
論
、
御
料
の
御
馬
、
細
々
め
し

か
ヘ
さ
せ
ら
れ
、
誠
に
飛
鳥
な
ん
ど
の
如
く
な
り
。
関
東
よ
り
祗
侯
の
矢
代
勝
介
、
是
れ
に
も

御
馬
乗
さ
せ
ら
る
。 

 

岐
阜
中
将
信
忠
卿
、?

の
御
馬
、
勝
れ
た
る
早
馬
な
り
。
御
装
束
、
事
に
勝
れ
て
、
花
や
か

な
り
。
北
畠
中
将
信
雄
卿
、
河
原
毛
御
馬
。
織
田
三
七
信
孝
、
糟
毛
御
馬
、
目
に
立
ち
て
、
足

き
ゝ
早
馬
、
達
者
比
類
な
し
。
此
の
外
何
れ
も
、
お
と
ら
ぬ
名
馬
、
い
づ
れ
を
、
何
れ
と
も
、

申
し
難
し
。
似
相
貼
の
御
装
束
、
是
れ
ま
た
、
催
興
の
有
様
な
り
。
後
に
は
御
馬
と
も
懸
け
足

に
め
さ
せ
ら
れ
、
御
叡
覧
に
傭
へ
ら
れ
、
皆
貼
、
馬
上
の
達
者
、
花
麗
な
る
御
出
立
、
本
朝
の

儀
は
申
す
に
及
ぼ
ず
、
異
国
に
も
、
か
ほ
ど
の
様
こ
れ
あ
る
べ
か
ら
ず
。
貴
賎
群
集
の
輩
、
か
ゝ

る
目
出
た
き
御
代
に
合
ひ
、
天
下
安
泰
に
し
て
、
黎
民
烟
戸
さ
ゝ
ず
、
生
前
の
思
ひ
出
、
有
り

が
た
き
次
第
に
て
、
上
古
・
末
代
の
見
物
な
り
。
然
し
て
、
御
馬
め
し
侯
半
、
十
二
人
の
御
勅

使
を
以
て
、
か
ほ
ど
面
白
き
御
遊
興
、 

 

天
子
御
叡
覧
、
御
歓
喜
斜
な
ら
ざ
る
の
旨
、
忝
く
も
、
御
綸
言
。
併
せ
て
、
信
長
の
御
面
目
、

勝
て
計
へ
ず
。
晩
に
及
び
、
御
馬
を
納
め
ら
れ
、
本
能
寺
に
至
つ
て
御
帰
宅
。
千
秋
万
歳
、
珍

重
々
々
。 

 

三
月
五
日
、
禁
中
よ
り
御
所
望
に
付
き
て
又
御
馬
め
さ
せ
ら
れ
、
此
の
時
は
御
馬
揃
の
中
の

名
馬
五
百
余
騎
を
寄
さ
せ
ら
れ
、
御
装
東
は
黒
き
御
笠
に
御
ほ
ふ
こ
ふ
、
何
れ
も
め
さ
れ
、
く

ろ
き
御
道
複
に
御
た
ち
付
け
、
御
腰
簑
さ
せ
ら
れ
侯
な
り
。
抑
も
、 



 

御
門
、
百
敷
の
大
宮
人
・
女
御
・
更
衣
等
、
其
の
数
、
美
々
し
き
御
粧
ひ
に
て
、
御
幸
あ
り

て
、
御
叡
覧
に
備
へ
ら
れ
、
御
遊
興
、
御
歓
喜
、
斜
な
ら
ず
。
信
長
御
威
光
を
以
て
、
忝
な
く
、

か
け
ま
く
も
、
一
天
の
君
、
万
乗
の
主
を
、
間
近
く
拝
み
奉
る
事
、
あ
り
が
た
き
御
代
か
な
と
、

貴
賎
群
集
の
輩
、
合
掌
、
感
じ
敬
ひ
申
す
な
り
。 

 

三
月
六
日
、
神
保
越
中
、
佐
々
内
蔵
佐
、?

び
に
国
衆
、
上
国
侯
。
加
賀
・
越
前
・
越
中
三

ケ
国
の
大
名
衆
、
今
度
の
御
馬
揃
へ
に
、
各
在
京
な
り
。
今
の
透
に
人
数
を
出
だ
す
べ
き
の
行

に
て
、
名
誉
の
ご
う
の
刀
作
り
た
る
松
倉
と
云
ふ
所
に
楯
籠
り
、
御
敵
、
河
田
豊
前
調
略
を
以

て
、
越
後
よ
り
長
尾
喜
平
次
を
呼
び
越
し
、
大
将
と
し
て
一
揆
を
催
す
。
佐
々
内
蔵
佐
、
人
数

入
れ
置
き
侯
小
井
手
の
城
、 

 

三
月
九
日
に
取
り
詰
め
侯
。
叉
、
加
賀
国
白
山
の
麓
、
ふ
と
う
げ
と
云
ふ
所
に
、
卒
度
、
足

懸
り
を
拵
へ
、
柴
田
修
理
人
数
三
百
ば
か
り
入
れ
置
き
、
近
辺
知
行
の
所
務
、
納
め
置
く
と
こ

ろ
、
賀
州
一
揆
、
手
合
せ
と
し
て
、
蜂
起
せ
し
む
。
ふ
と
う
げ
へ
取
り
懸
け
、
攻
め
破
り
、
入

れ
置
き
侯
者
を
悉
く
討
ち
果
た
し
侯
。
こ
の
国
の
警
固
と
し
て
、
佐
久
間
玄
蕃
を
残
し
置
き
侯
。

則
ち
、
玄
蕃
、
ふ
と
う
げ
へ
責
め
上
り
、
乗
り
帰
し
、
一
揆
ど
も
数
多
切
り
拾
て
、
手
前
の
高

名
、
比
類
な
し
。 

 

三
月
九
日
、
堀
久
太
郎
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
和
泉
国
中
知
行
方
改
め
の
員
数
申
し
上
ぐ
べ
き

の
旨
、
上
意
に
て
、
泉
州
へ
差
し
遣
は
さ
る
。 

 

三
月
十
日
、
京
都
よ
り
信
長
、
安
土
に
至
り
て
、
御
下
り
。 

 

三
月
十
二
日
、
神
保
越
中
、?

び
に
国
衆
、
安
土
に
至
り
て
参
着
。 



 

御
馬
九
つ
、
国
衆
よ
り
進
上
。
佐
々
内
蔵
佐
も
御
鞍
・
鐙
・
轡
・
黒
鎧
進
上
侯
な
り
。 

 

三
月
十
五
日
、
朝
、
松
原
町
御
馬
場
に
て
、
御
馬
め
さ
せ
ら
れ
侯
。
越
中
衆
、
何
れ
も
御
礼

申
さ
る
ゝ
に
、
一
貼
御
詞
を
加
へ
、
忝
き
次
第
な
り
。
こ
ゝ
に
て
、
長
尾
喜
平
次
、
越
中
へ
罷

り
出
で
、
小
井
手
の
城
取
り
巻
く
の
趣
、
言
上
の
と
こ
ろ
、
則
ち
、
先
勢
と
し
て
、
越
前
衆
、

不
破
、
前
田
、
原
、
金
森
、
柴
田
修
理
の
人
数
、
時
を
移
さ
ず
、
出
勢
致
す
べ
き
の
旨
、
仰
せ

出
だ
さ
れ
、
各
御
暇
下
さ
れ
、
夜
を
日
に
継
ぎ
、
越
中
に
至
り
て
、
着
陣
候
ヘ
キ
。 

 

三
月
廿
四
日
、
佐
々
内
蔵
佐
、
神
通
川
、
六
道
寺
川
打
ち
越
し
、
中
郡
の
内
、
中
田
と
云
ふ

所
へ
懸
け
付
け
ら
れ
侯
と
こ
ろ
、
上
方
の
御
人
数
参
陣
の
由
、
承
り
及
ぶ
。 

 

三
月
廿
四
日
、
卯
の
剋
、
御
敵
、
長
尾
喜
平
次
・
河
田
豊
前
陣
払
ひ
を
致
し
、
小
井
手
表
引

き
払
ひ
、
火
の
手
を
、
間
三
里
程
に
見
懸
け
、
成
願
寺
川
・
小
井
手
川
を
打
ち
越
え
、
人
数
付

け
ら
れ
侯
へ
ど
も
、
早
、
諸
手
引
取
り
侯
間
、
是
非
に
及
ば
ず
、
併
せ
て
籠
城
、
運
を
開
く
。 

 

さ
る
程
に
、
去
年
、
長
岡
兵
部
大
輔
・
与
一
郎
・
頓
五
郎
父
子
三
人
、
度
々
忠
節
に
付
き
て
、

丹
後
国
下
さ
れ
侯
。
然
る
間
、
青
龍
寺
の
城
上
げ
申
さ
れ
侯
。
こ
れ
に
依
つ
て
、 

 

三
月
廿
五
日
、
御
番
手
城
代
と
し
て
、
矢
部
善
七
郎
・
猪
子
兵
助
、
青
龍
寺
へ
両
人
差
し
遣

は
さ
れ
、
永
岡
知
行
分
改
め
、
居
城
仕
る
べ
き
の
旨
、
仰
せ
付
け
ら
れ
候
ヘ
キ
。 

  
 

高
天
神
干
殺
し
歴
々
討
死
の
事 

  

三
月
廿
五
日
、
亥
の
剋
、
遠
江
国
高
天
神
籠
城
の
者
、
過
半
餓
死
に
及
び
、
残
党
こ
ぼ
れ
落



ち
、
柵
木
を
引
き
破
り
、
罷
り
出
で
侯
を
、
爰
か
し
こ
に
て
相
戦
ひ
、
家
康
公
御
人
数
と
し
て
、

討
ち
捕
る
頸
の
注
文
、 

 

百
参
十
八
、
鈴
木
喜
三
郎
・
鈴
木
越
中
守
。
拾
五
、
水
野
国
松
。
十
八
、
本
田
作
左
衛
門
。

七
ツ
、
内
藤
三
左
衛
門
。
六
ツ
、
菅
沼
次
郎
右
衛
門
。
五
ツ
、
三
宅
宗
右
衛
門
。
弐
拾
一
、
本

田
彦
次
郎
。
七
ツ
、
戸
田
三
郎
左
衛
門
。
五
ツ
、
本
田
庄
左
衛
門
。
四
拾
弐
、
酒
井
左
衛
門
尉
。

拾
六
、
石
川
長
門
守
。
百
七
十
七
、
大
須
賀
五
郎
左
衛
門
。
四
拾
、
石
川
伯
耆
守
。
拾
、
松
平

上
野
守
。
弐
拾
弐
、
本
田
平
八
郎
。
六
ツ
、
上
村
庄
右
衛
門
。
六
拾
四
、
大
久
保
七
郎
右
衛
門
。

四
拾
一
、
榊
原
小
平
太
。
拾
九
、
鳥
井
彦
右
衛
門
。
拾
参
、
松
平
督
。
一
ツ
、
松
平
玄
蕃
允
。

一
ツ
、
久
野
三
郎
左
衛
門
。
一
ツ
、
牧
野
菅
八
郎
。
一
ツ
、
岩
瀬
清
介
。
ニ
ツ
、
近
藤
平
右
衛

門
。 

 

頸
数
六
百
八
十
八
、 

 

右
の
内
、
惣
頭
の
頸
の
注
文
、
駿
河
先
方
衆
。 

 

岡
部
丹
波
守
、
三
浦
右
近
、
森
川
備
前
守
、
朶
石
和
泉
守
、
朝
比
奈
弥
太
郎
、
進
藤
与
兵
衛
、

油
比
可
兵
衛
、
油
比
藤
大
夫
、
岡
部
帯
刀
、
松
尾
若
狭
守
、
名
郷
源
太
、
武
藤
刑
部
丞
、
六
笠

彦
三
郎
、
神
応
但
馬
守
、
安
西
平
右
衛
門
、
安
西
八
郎
兵
衛
、
三
浦
雅
楽
助
。
栗
田
内
左
右
の

者
、
信
濃
衆
、
栗
田
刑
部
丞
、
栗
田
彦
兵
衛
、
同
弟
二
人
、
勝
俣
主
税
助
、
櫛
木
庄
左
衛
門
、

水
島
、
山
上
備
後
守
、
和
根
川
雅
楽
助
。
大
戸
内
、
長
共
、
大
戸
丹
後
守
、
浦
野
右
衛
門
、
江

戸
右
馬
丞
。
横
田
内
、
長
共
、
土
橋
五
郎
兵
衛
尉
、
福
島
本
目
助
。
与
田
能
登
守
内
、
長
共
、

与
田
美
濃
守
、
与
田
木
工
左
衛
門
、
与
田
部
兵
衛
、
大
子
原
、
川
三
蔵
、
江
戸
力
助
。
以
上
。 



 

武
田
四
郎
、
御
武
篇
に
恐
れ
、
眼
前
に
甲
斐
・
信
濃
・
駿
河
三
ケ
国
に
て
、
歴
貼
の
者
、
上

下
其
の
数
を
知
ら
ず
、
高
天
神
に
て
干
殺
に
さ
せ
、
後
巻
仕
ら
ず
、
天
下
の
面
目
を
失
ひ
侯
。

信
長
公
の
御
威
光
と
は
申
し
な
が
ら
、
家
康
公
未
だ
壮
年
に
及
ば
れ
ざ
る
以
前
に
、
三
川
国
端

に
、
土
呂
、
佐
座
喜
・
鷲
塚
と
て
、
海
手
へ
付
け
て
然
る
べ
き
要
害
、
富
責
に
し
て
、
人
多
き

湊
な
り
。
大
坂
よ
り
代
坊
主
入
れ
置
き
、
門
徒
繁
昌
侯
て
、
既
に
国
中
過
半
、
門
家
に
な
る
な

り
。
無
二
に
彼
の
一
揆
御
退
治
な
さ
る
べ
き
の
御
存
分
に
て
、
年
月
を
経
、
御
退
屈
な
く
、
爰

か
し
こ
に
て
、
御
自
身
、
数
ケ
度
の
御
戦
を
な
さ
れ
、
御
高
名
度
々
、
其
の
数
を
知
ら
ず
。
一

度
も
不
覚
こ
れ
な
く
、
終
に
御
本
意
を
達
せ
ら
れ
、
一
国
平
均
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
年
来
の
御

辛
労
、
御
名
誉
、
勝
て
計
ふ
べ
か
ら
ず
。
此
の
後
、
遠
州
身
方
ケ
原
に
お
い
て
、
武
田
信
玄
と

打
ち
向
か
ひ
、
御
合
戦
。
叉
、
武
田
四
郎
と
長
篠
御
合
戦
。
何
れ
も
貼
、
御
手
柄
一
方
な
ら
ぬ

御
事
な
り
。
併
せ
て
、
御
武
徳
両
道
御
達
者
、
御
冥
加
申
す
に
足
ら
ず
。 

 

三
月
廿
八
日
、
菅
屋
九
右
衛
門
、
能
登
国
七
尾
城
代
と
し
て
、
差
し
遣
は
さ
れ
侯
な
り
。 

 

四
月
十
日
、
信
長
御
小
姓
衆
五
、
六
人
召
し
列
れ
ら
れ
、
竹
生
島
御
参
詣
。
長
浜
の
羽
柴
筑

前
所
ま
で
御
馬
に
め
さ
れ
、
是
れ
よ
り
海
上
五
里
、
御
舟
に
て
御
社
参
。
海
陸
と
も
に
片
道
十

五
里
の
所
を
、
日
の
内
に
上
下
三
十
里
の
道
、
御
帰
城
な
さ
る
。
希
代
の
題
目
な
り
。
併
せ
て
、

御
機
力
も
余
人
に
か
は
り
、
御
達
者
に
御
座
侯
の
と
こ
ろ
、
諸
人
感
じ
奉
り
侯
な
り
。
遠
路
に

侯
へ
ば
、
今
日
は
長
浜
に
御
逗
留
侯
は
ん
と
、
何
れ
も
存
知
の
と
こ
ろ
、
御
帰
り
侯
て
御
覧
侯

へ
ば
、
御
女
房
た
ち
、
或
ひ
は
、
二
丸
ま
で
出
で
ら
れ
、
或
ひ
は
、
桑
実
寺
薬
師
参
り
も
あ
り
。

御
城
内
は
、
行
き
あ
な
り
、
帳
焦
れ
、
仰
天
限
り
な
し
。
則
ち
、
く
ゝ
り
縛
り
、
桑
実
寺
へ
、



女
房
ど
も
出
だ
し
侯
へ
と
、
御
使
を
遣
は
さ
れ
侯
へ
ば
、
御
慈
悲
に
御
助
け
侯
へ
と
、
長
老
詫

言
申
し
上
げ
ら
れ
侯
へ
ぱ
、
其
の
長
老
を
も
、
同
事
に
御
成
敗
侯
な
り
。 

 

四
月
十
三
日
、
長
谷
川
竹
・
野
々
村
三
十
郎
両
人
に
、
御
知
行
過
分
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
忝

し
と
申
し
な
が
ら
、
面
目
の
至
り
に
侯
な
り
。 

 

四
月
十
六
日
、
若
州
、
逸
見
駿
河
病
死
仕
り
、
彼
の
領
中
八
千
石
、
此
の
内
方
新
知
分
、
武

藤
上
野
跡
・
粟
屋
右
京
亮
跡
三
千
石
、
武
田
孫
八
郎
へ
遣
は
さ
る
。
相
残
つ
て
、
逸
見
本
知
分

五
千
石
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
幼
少
よ
り
召
し
使
ひ
侯
溝
口
竹
と
申
す
者
、
召
し
出
だ
さ
れ
、
逸

見
駿
河
跡
一
職
進
退
に
五
千
石
下
さ
れ
、
其
の
上
、
国
の
目
付
と
し
て
、
仰
せ
付
け
ら
る
ゝ
の

間
、
若
州
に
在
国
仕
り
、
善
悪
を
聞
き
立
て
、
見
及
び
、
申
し
上
ぐ
べ
き
の
旨
、
忝
な
く
も
御

朱
印
下
し
な
さ
れ
、
頂
戴
。
後
代
ま
で
も
、
面
目
こ
れ
に
過
ぐ
べ
か
ら
ず
。 

 

四
月
十
九
日
、
武
田
孫
八
郎
・
溝
口
金
右
衛
門
、
岐
阜
へ
参
り
、
御
礼
申
し
上
ぐ
。 

  
 

和
泉
巻
尾
寺
破
滅
の
事 

  

さ
る
程
に
、
和
泉
国
御
領
中
、
差
出
等
、
堀
久
太
郎
申
し
付
け
、
槇
尾
寺
領
、
是
れ
叉
、
改

め
ら
れ
侯
の
と
こ
ろ
、
既
に
欠
落
に
及
ぶ
事
、
歎
か
は
し
き
の
由
、
申
し
侯
て
、
寺
中
の
悪
僧

ど
も
、
山
下
の
郷
中
相
抱
へ
、
承
引
こ
れ
な
し
。
こ
れ
等
の
趣
、
信
長
聞
こ
し
め
し
及
ば
れ
、

御
詫
言
申
し
上
げ
ず
し
て
、
上
位
に
背
く
は
、
曲
事
な
り
。
急
ぎ
攻
め
破
り
、
一
々
頸
を
切
り
、

焼
き
払
ふ
べ
き
の
旨
、
仰
せ
出
だ
さ
る
。 



 

抑
も
槇
尾
寺
と
申
す
は
、
高
山
峨
々
と
聳
へ
、
深
山
塒
茂
り
、
瞼
岨
に
し
て
、
の
ぼ
れ
ば
、

右
手
に
十
町
ぱ
か
り
の
滝
の
水
、
生
便
敷
落
つ
る
。
流
水
泌
つ
て
、
漲
り
下
り
、
滝
鳴
り
て
、

巌
石
殊
に
砕
き
て
、
節
所
大
形
な
ら
ず
。
こ
れ
に
依
り
、
一
旦
相
抱
ふ
べ
き
の
行
な
り
。
然
れ

ぼ
、
堀
久
太
郎
人
数
を
以
て
、
山
下
を
取
り
詰
め
ら
れ
、
越
訴
ど
も
抱
へ
が
た
く
存
知
、
槇
尾

寺
僧
退
出
す
べ
き
覚
悟
に
て
、
資
財
雑
具
、
縁
貼
に
引
き
退
け
訖
ん
ぬ
。
抑
も
槇
尾
寺
本
尊
は
、

西
国
三
十
三
所
四
番
目
の
順
礼
観
音
、
霊
験
あ
ら
た
な
る
大
伽
藍
。
富
貴
繁
昌
、
高
野
山
の
境

内
な
り
。
空
海
御
幼
稚
の
御
時
、
岩
淵
権
枢
僧
正
、
資
師
相
承
の
契
を
残
さ
ず
、
御
手
習
御
座
。

一
字
を
十
字
、
千
字
に
悔
り
、
十
二
歳
の
時
、
岩
淵
の
権
枢
僧
正
を
御
戒
の
師
に
て
、
槇
尾
寺

に
て
御
出
家
あ
り
。
其
の
後
、
無
上
の
道
心
を
発
し
、
国
貼
の
霊
地
を
尋
ね
て
、
修
し
給
ふ
。

な
か
ん
ず
く
、
阿
波
国
大
滝
峰
に
て
、
五
穀
を
断
ち
て
、
求
聞
持
の
秘
法
を
行
ひ
給
ふ
。
結
願

の
暁
、
明
星
飛
び
下
り
て
、
和
尚
の
御
口
の
内
に
入
り
て
、
後
は
八
万
聖
教
は
心
の
内
に
覚
り

玉
ふ
。
信
長
公
御
威
光
に
恐
れ
、
濁
世
末
代
と
な
っ
て
、
観
世
音
の
力
も
尽
き
果
て
、
当
寺
、
狐

狼
野
干
の
棲
と
な
ら
ん
事
を
、
造
次
顛
沛
、
歎
げ
ど
も
、
叶
は
ず
。 

 

四
月
廿
日
、
夜
に
入
り
、
寺
僧
老
若
七
・
八
百
人
、
武
具
を
着
し
、
闘
諍
堅
固
専
に
し
て
、

各
観
音
堂
に
参
り
、
御
本
尊
に
名
残
を
惜
し
み
、
故
郷
離
散
を
悲
し
み
、
焜
と
一
度
に
叫
ぶ
声
、

諸
伽
藍
に
響
き
、
雷
電
、
な
る
か
み
の
如
く
な
り
。
そ
の
後
、
足
弱
貼
と
漂
泊
と
共
に
槇
尾
寺

を
立
ち
出
で
、
縁
縁
に
心
さ
し
、
散
貼
に
老
若
退
出
。
哀
れ
な
る
次
第
、
目
も
当
て
ら
れ
ず
。

承
和
二
年
乙
卯
三
月
廿
一
日
、
寅
一
点
に
、
御
歳
六
十
二
と
申
す
に
、
大
師
御
入
定
以
来
、
当

年
七
百
四
十
七
年
な
り
。
今
般
、
日
こ
そ
多
け
れ
、
今
月
廿
一
日
槇
尾
寺
退
散
、
偏
に
高
野
山



も
破
滅
の
基
か
。 

 

四
月
廿
一
日
、
安
土
御
山
に
て
御
相
僕
あ
り
。
大
塚
新
八
取
勝
ち
、
御
褒
美
と
し
て
、
御
領

中
百
石
下
さ
る
。 

二
番
に
た
い
と
う
能
き
相
撲
仕
る
。
三
番
に
永
田
刑
部
少
輔
が
内
、
う
め
と
申
す
者
、
面
白
き

相
撲
仕
り
、
是
れ
又
、
度
々
御
詞
を
加
へ
ら
れ
、
忝
き
次
第
な
り
。 

 

四
月
廿
五
日
、
高
麗
鷹
六
連
、
溝
口
金
右
衛
門
求
め
、
進
上
。
近
来
不
参
侯
て
、
珍
奇
の
由
、

御
感
な
さ
れ
、
御
秘
蔵
、
御
自
愛
、
斜
な
ら
ず
。 

 

五
月
十
日
、
和
泉
国
槇
尾
寺
坊
舎
、
織
田
七
兵
衛
信
澄
、
蜂
屋
兵
庫
、
堀
久
太
郎
、
宮
内
卿

法
印
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
長
秀
、
各
能
き
家
の
見
取
り
仕
り
、
少
々
壊
取
り
、
其
の
外
、
堂
塔

伽
藍
、
寺
庵
僧
坊
、
経
巻
、
一
宇
も
残
さ
ず
、
堀
久
太
郎
御
検
使
に
て
、
焼
き
払
ひ
訖
ん
ぬ
。 

 

五
月
廿
四
日
、
越
中
国
松
倉
と
申
す
所
に
楯
籠
り
候
御
敵
、
河
田
豊
前
、
病
死
仕
り
候
。
信

長
の
御
憎
み
を
蒙
る
も
の
、
忝
く
天
然
と
相
果
て
候
。 

 

六
月
五
日
、
相
州
北
条
氏
政
よ
り
御
馬
三
ツ
牽
き
上
せ
、
進
上
。
滝
川
左
近
、
御
取
次
。 

 

六
月
十
一
日
、
越
中
国
、
寺
崎
民
部
左
衛
門
・
息
喜
六
郎
父
子
召
し
寄
せ
ら
れ
、
御
尋
ね
の

子
細
こ
れ
あ
り
。 

佐
和
山
に
て
惟
住
五
郎
左
衛
門
に
御
預
け
な
さ
れ
、
召
し
籠
め
を
か
せ
ら
れ
侯
。 

  
 

能
登
国
年
寄
ど
も
生
害
の
事 

 



 

六
月
廿
七
日
、
能
州
七
尾
の
城
に
て
、
遊
佐
美
作
、
同
弟
、
伊
丹
孫
三
郎
、
家
老
三
人
、
連
々

悪
逆
を
相
構
ふ
る
に
依
り
、
菅
屋
九
右
衛
門
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
能
州
に
て
生
害
侯
。
然
ら
ば
、

温
井
備
前
守
・
弟
三
宅
備
後
守
、
是
れ
等
も
、
身
の
上
と
存
知
侯
て
、
逐
電
致
し
侯
ひ
し
な
り
。 

  
 

因
幡
国
鳥
取
城
取
り
詰
め
の
事 

  

六
月
十
五
日
、
羽
柴
筑
前
守
秀
吉
、
中
国
へ
出
勢
、
打
ち
立
つ
人
数
二
万
余
騎
。
備
前
・
美

作
打
ち
こ
し
、
但
馬
口
よ
り
因
幡
国
中
へ
乱
入
、
橘
川
式
部
少
輔
楯
籠
る
と
つ
と
り
の
城
、
四

方
離
れ
て
、
嶮
し
き
山
域
な
り
。
因
幡
の
国
は
、
北
よ
り
西
は
、
滄
海
漫
々
な
り
。
と
つ
と
り

と
、
西
の
方
、
海
手
と
の
真
中
、
廿
五
町
程
隔
て
、
西
よ
り
東
南
町
際
へ
付
き
て
流
る
ゝ
大
河

あ
り
。
此
の
川
舟
渡
し
な
り
。
と
つ
と
り
へ
廿
町
程
隔
て
、
川
際
に
つ
な
ぎ
の
出
城
あ
り
。
叉
、

海
の
口
に
も
取
り
継
ぐ
要
害
あ
り
。
芸
州
よ
り
の
味
方
引
き
入
る
べ
き
行
と
し
て
、
二
ケ
所
拵

へ
置
き
な
り
。
と
つ
と
り
の
東
に
、
七
、
八
町
程
隔
て
、
並
み
程
の
高
山
あ
り
。
羽
柴
筑
前
、

彼
の
山
へ
取
り
上
り
、
是
れ
よ
り
見
、
下
墨
み
、
則
ち
、
こ
の
山
を
大
将
軍
の
居
城
に
拵
へ
、

即
時
に
、
と
つ
と
り
を
取
り
ま
か
せ
、
頓
て
又
、
ニ
ケ
所
の
つ
な
ぎ
の
出
城
の
間
を
も
取
り
切

り
、
是
れ
又
、
鹿
垣
結
ひ
ま
わ
し
、
と
り
籠
め
、
五
・
六
町
、
七
・
八
町
宛
に
、
諸
陣
、
近
貼

と
取
り
詰
め
さ
せ
、
堀
を
ほ
つ
て
は
、
尺
を
付
げ
、
又
、
堀
を
ほ
つ
て
は
、
塀
を
付
け
、
築
地

高
貼
と
つ
か
せ
、
透
間
な
く
、
二
重
・
三
重
の
矢
蔵
を
上
さ
せ
、
人
数
持
面
々
等
の
居
陣
に
、

矢
蔵
を
丈
夫
に
構
へ
さ
せ
、
後
巻
の
用
心
に
、
後
陣
の
方
に
も
堀
を
ほ
り
、
塀
・
尺
を
つ
げ
、



馬
を
乗
り
ま
は
し
侯
へ
ど
も
、
射
越
し
の
矢
に
あ
た
ら
ぬ
如
く
に
、
ま
は
れ
ば
、
二
里
が
間
、

前
後
に
築
地
高
貼
と
つ
か
せ
、
其
の
内
に
陣
屋
を
町
屋
作
り
に
作
ら
せ
、
夜
る
は
手
前
貼
に
篝

火
た
か
せ
、
白
中
の
如
く
に
し
て
、
廻
番
丈
夫
に
申
し
つ
け
、
海
上
に
は
警
固
舟
を
お
き
、
浦

貼
焼
き
払
ひ
、
丹
後
・
但
馬
よ
り
、
海
上
を
白
由
に
舟
に
て
兵
糧
届
け
さ
せ
、
此
の
表
一
着
の

間
は
、
幾
年
も
在
陣
す
べ
き
用
意
、
生
便
敷
次
第
な
り
。
芸
州
よ
り
後
巻
侯
は
ゞ
、
二
万
余
騎

の
人
数
の
内
、
数
千
挺
の
弓
・
鉄
炮
勝
ち
出
し
、
一
番
に
矢
軍
さ
せ
、
其
の
後
、
構
へ
懸
り
侯

は
ん
に
、
思
ふ
程
、
手
を
砕
か
せ
、
焜
と
切
り
か
ゝ
つ
て
、
悉
く
討
ち
果
た
し
、
中
国
一
篇
に

申
し
つ
く
べ
き
手
当
、
堅
固
な
り
。 

 

七
月
六
日
、
越
中
国
木
舟
城
主
、
石
黒
左
近
家
老
、
石
黒
与
左
衛
門
、
伊
藤
次
右
衛
門
、
水

巻
采
女
佐
、
一
門
三
十
騎
ぱ
か
り
に
て
上
国
。
佐
和
山
に
て
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
生
害
の
儀
、

申
し
付
け
ら
る
べ
き
の
と
こ
ろ
に
、
長
浜
ま
で
参
り
、
風
を
く
り
、
罷
り
越
さ
ず
。
然
る
間
、

長
浜
へ
罷
り
参
じ
、
石
黒
左
近
、
町
屋
に
こ
れ
あ
る
を
、
取
り
籠
め
、
屋
の
内
に
て
、
歴
貼
十

七
人
生
害
侯
。
惟
住
の
者
も
、
能
き
者
二
、
三
人
討
死
侯
。 

 

七
月
十
一
日
、
越
前
よ
り
、
柴
田
修
理
亮
、
黄
鷹
六
連
上
せ
、
進
上
。?

び
に
、
切
石
数
百
、

是
れ
叉
、
進
上
申
さ
れ
侯
ひ
し
な
り
。 

 

七
月
十
五
日
、
安
土
御
殿
主
、?

に
、
惣
見
寺
に
挑
灯
余
多
つ
ら
せ
ら
れ
、
御
馬
廻
の
人
貼
、

新
道
・
江
之
中
に
舟
を
う
か
べ
、
手
貼
続
松
と
ぼ
し
申
さ
れ
、
山
下
か
ゞ
や
き
、
水
に
移
り
て
、

言
語
同
断
、
面
白
き
有
様
、
見
物
群
集
に
侯
な
り
。 

 

七
月
十
七
日
、
岐
阜
申
将
信
忠
へ
、
御
秘
蔵
の
雲
雀
毛
御
馬
参
ら
せ
侯
。
隠
れ
な
き
駿
馬
に



て
侯
ひ
キ
。
寺
田
善
右
衛
門
召
し
寄
せ
ら
れ
、
遣
は
さ
れ
侯
な
り
。 

 

七
月
十
七
日
、
佐
和
山
に
て
、
越
中
の
寺
崎
民
部
左
衛
門
・
子
息
喜
六
郎
父
子
生
害
の
儀
、

仰
せ
つ
け
ら
れ
侯
。
息
喜
六
郎
、
未
だ
若
年
十
七
歳
、
眉
目
・
形
、
尋
常
に
う
つ
く
し
く
生
立

ち
た
る
若
衆
に
侯
。
最
後
の
挨
拶
、
哀
れ
な
る
有
様
な
り
。
色
体
こ
れ
あ
り
て
、
親
の
先
に
立

つ
事
、
本
儀
な
り
と
侯
て
、
父
寺
崎
民
部
左
衛
門
腹
を
切
り
、
若
党
介
錯
仕
り
侯
ひ
キ
。
其
の

後
、
喜
六
郎
父
の
腹
切
つ
て
な
が
る
ゝ
血
を
、
手
に
請
げ
、
嘗
嘗
て
、
我
々
御
伴
申
す
の
由
侯

て
、
白
ら
尋
常
に
腹
を
切
り
、
比
類
な
き
働
き
、
目
も
当
て
ら
れ
ぬ
次
第
な
り
。 

 

七
月
廿
日
、
出
羽
大
宝
寺
よ
り
御
音
信
と
し
て
、
御
鷹
、?

び
に
、
御
馬
進
上
。
翌
日
、
返

礼
に
御
小
袖
、
巻
物
な
ど
遣
は
さ
れ
侯
ひ
し
な
り
。 

 

七
月
廿
一
日
、
阿
喜
多
の
屋
形
、
下
国
方
よ
り
御
音
信
、
御
取
次
、
神
藤
右
衛
門
、
黄
鷹
五

聯
、
生
白
鳥
三
ツ
。
以
上
、
右
の
内
に
巣
鷹
一
ツ
御
座
侯
。
御
自
愛
、
御
秘
蔵
、
大
方
な
ら
ず
。 

 

下
国
方
へ
御
返
書
遣
は
さ
る
ゝ
注
文
。
御
小
袖
十
。
御
紋
こ
れ
あ
り
。
純
子
拾
巻
。
黄
金
弐

枚
。
是
れ
は
使
の
小
野
木
と
申
す
者
に
下
さ
る
ゝ
の
由
な
り
。 

 

七
月
廿
五
日
、
岐
阜
中
将
信
忠
、
安
土
に
至
り
て
御
上
着
。
御
脇
指
、
御
三
人
へ
参
ら
せ
ら

れ
侯
。
御
使
森
乱
。 

 

中
将
信
忠
へ
、
作
正
宗
。
北
畠
中
将
信
雄
へ
、
作
北
野
藤
四
郎
。
織
田
三
七
信
孝
へ
、
作
し

の
ぎ
藤
四
郎
。
何
れ
も
、
御
名
物
代
、
過
分
の
由
侯
な
り
。 

  
 

八
月
朔
日
御
馬
揃
へ
の
事 



  

八
月
朔
日
、
五
畿
内
隣
国
の
衆
、
安
土
に
あ
り
侯
て
、
御
馬
揃
へ
。
信
長
公
御
装
束
、
し
ろ

き
御
出
立
。
御
笠
に
て
、
御
ほ
ふ
こ
ふ
め
さ
れ
、
虎
皮
の
御
行
騰
、
葦
毛
の
御
馬
な
り
。
近
衛

殿
、
其
の
外
、
御
一
門
御
出
立
、
下
に
は
白
き
帷
、
上
に
は
或
ひ
は
生
絹
の
帷
、
或
ひ
は
辻
が

花
染
め
、
抜
下
し
て
、
袴
は
金
襴
・
鈍
子
・
縫
物
、
蒔
絵
、
色
貼
な
り
。
御
笠
、
思
貼
、
何
れ

も
御
ほ
ふ
こ
ふ
に
て
、
御
馬
め
さ
せ
ら
れ
、
見
物
生
便
敷
御
事
に
侯
な
り
。 

 

八
月
六
日
、
会
津
の
屋
形
も
り
た
か
よ
り
御
音
信
。
あ
ひ
さ
う
駮
の
御
馬
、
奥
州
に
て
隠
れ

な
き
希
有
の
名
馬
の
由
侯
て
、
上
せ
、
進
上
侯
な
り
。 

 

八
月
十
二
日
、
中
将
信
忠
、
尾
州
・
濃
州
の
諸
侍
、
岐
阜
へ
召
し
寄
せ
ら
れ
、
長
良
の
河
原

に
御
馬
場
を
築
か
せ
ら
れ
、
跡
先
に
高
々
と
築
地
を
つ
か
せ
、
左
右
に
は
高
さ
八
尺
に
埒
を
結

は
せ
ら
れ
、
毎
日
、
御
馬
め
さ
せ
ら
れ
侯
ひ
キ
。 

 

八
月
十
三
日
、
因
幡
国
と
つ
と
り
表
に
至
り
て
、
芸
州
よ
り
、
毛
利
・
吉
川
・
小
早
川
、
後

巻
と
し
て
、
罷
り
出
づ
べ
き
の
風
説
こ
れ
あ
り
。
則
ち
、
御
先
手
に
在
国
の
衆
、
一
左
右
次
第
、

夜
を
日
に
継
ぎ
て
、
参
陣
い
た
す
べ
き
用
意
、
少
し
も
由
断
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
趣
、
仰
せ
出

だ
さ
れ
侯
。
丹
後
国
に
て
永
岡
兵
部
大
輔
父
子
三
人
、
丹
波
国
に
て
惟
任
日
向
守
、
摂
津
国
に

て
、
池
田
勝
三
郎
、
大
将
と
し
て
、
高
山
右
近
、
中
川
瀬
兵
衛
、
安
部
二
右
衛
門
、
塩
川
吉
大

夫
な
ど
へ
先
づ
仰
せ
出
だ
さ
れ
、
此
の
外
、
隣
国
衆
・
御
馬
廻
は
申
す
に
及
ぱ
ず
、
御
陣
用
意

仕
り
、
相
待
つ
べ
く
侯
。
今
度
、
毛
利
家
人
数
後
巻
と
し
て
、
罷
り
出
づ
る
に
付
い
て
は
、
信

長
公
御
馬
を
出
だ
さ
れ
、
東
国
・
西
国
の
人
数
、
膚
を
合
せ
、
御
一
戦
を
遂
げ
ら
れ
、
悉
く
討



ち
果
た
し
、
本
朝
滞
り
な
く
御
心
一
つ
に
任
せ
ら
る
ぺ
き
の
旨
、
上
意
に
て
、
各
其
の
覚
悟
仕

り
侯
。
然
し
て
、
永
岡
・
惟
任
両
人
は
、
大
船
に
兵
粮
つ
ま
せ
、
永
岡
舟
の
上
乗
り
、
松
井
甚

介
、
惟
任
舟
の
上
乗
り
申
し
付
け
、
因
幡
国
と
つ
と
り
川
の
内
へ
つ
け
お
き
侯
。 

 

八
月
十
四
日
、
御
秘
蔵
の
御
馬
三
疋
、
羽
柴
筑
前
か
た
へ
遣
は
さ
れ
侯
。
御
使
、
高
山
右
近
、

と
つ
と
り
表
、
懇
に
見
及
び
、
罷
り
帰
り
、
言
上
侯
へ
の
趣
、
上
意
に
て
、
御
馬
ひ
か
せ
、
参

陣
。
羽
柴
筑
前
、
外
聞
実
儀
、
身
に
余
り
忝
き
次
第
の
由
な
り
。 

  
 

高
野
聖
、
御
成
敗
の
事 

  

八
月
十
七
日
、
高
野
聖
尋
ね
捜
し
、
搦
捕
へ
て
、
数
百
人
、
万
方
よ
り
召
し
寄
せ
ら
れ
、
悉

く
誅
せ
ら
れ
侯
。
子
細
は
、
摂
津
伊
丹
の
牢
人
ど
も
、
高
野
に
抱
へ
お
き
侯
其
の
内
に
て
、
一

両
人
召
し
出
だ
さ
る
べ
き
者
侯
て
、
御
朱
印
を
以
て
、
仰
せ
遣
は
さ
れ
侯
と
こ
ろ
、
其
の
儀
、

御
返
事
を
ば
申
し
上
げ
ず
、
剰
へ
、
御
使
に
遣
は
せ
ら
れ
侯
者
十
人
ぱ
か
り
、
討
ち
殺
し
侯
。

毎
度
御
勘
気
を
蒙
る
者
抱
へ
置
く
緩
怠
に
つ
き
て
、
か
く
の
如
く
侯
な
り
。 

  
 

能
登
・
越
中
の
城
々
破
却
の
事 

  

能
登
国
四
郡
、
前
田
又
左
衛
門
に
下
さ
れ
、
忝
き
次
第
な
り
。 

 

今
度
、
能
登
・
越
中
の
城
々
、
菅
屋
九
右
衛
門
御
奉
行
に
て
、
悉
く
破
却
申
し
つ
け
、
安
土



に
至
り
て
罷
り
帰
り
侯
ひ
キ
。 

 

九
月
三
日
、
三
介
信
雄
伊
賀
国
へ
発
向
。
御
手
先
の
次
第
。
甲
賀
口
は
甲
賀
衆
、
滝
川
左
近
、

蒲
生
忠
三
郎
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
、
京
極
小
法
師
、
多
賀
新
左
衛
門
、
山
崎
源
太
左
衛
門
、
阿

閉
淡
路
守
、
阿
閉
孫
五
郎
、
三
介
信
雄
。
信
楽
口
は
堀
久
太
郎
、
永
田
刑
部
少
輔
、
進
藤
山
城

守
、
池
田
孫
次
郎
、
山
岡
孫
太
郎
、
青
池
千
代
寿
、
山
岡
対
馬
守
、
不
破
彦
三
、
丸
岡
民
部
少

輔
、
青
木
玄
蕃
允
、
多
羅
尾
彦
一
。
加
太
口
は
滝
川
三
郎
兵
衛
を
大
将
と
し
て
、
伊
勢
衆
、
織

田
上
野
守
信
兼
。
大
和
口
は
筒
井
順
慶
、
同
国
衆
。 

 
 
 

以
上 

 

か
く
の
如
く
諸
口
よ
り
御
乱
入
。
柘
植
の
福
地
御
赦
免
な
さ
れ
、
人
質
執
り
固
め
、
其
の
上
、

不
破
彦
三
を
御
警
固
と
し
て
、
当
城
に
入
れ
お
か
る
。 

 

河
合
の
田
屋
と
申
す
者
、
名
誉
の
山
桜
の
真
壺
、?

び
に
、
き
ん
か
う
の
壺
、
進
上
致
し
、

降
参
仕
り
侯
。
則
ち
、
き
ん
こ
う
返
し
遣
は
さ
れ
、
山
桜
の
御
壺
止
め
お
か
れ
、
滝
川
左
近
に

下
さ
れ
侯
な
り
。 

 

九
月
六
日
、
信
楽
口
・
甲
賀
口
、
手
を
合
せ
、
一
手
に
罷
り
な
り
、
御
敵
、
壬
生
野
の
城
、

さ
た
ご
嶺
お
ろ
し
、
是
れ
等
へ
差
し
向
ひ
、
三
介
信
雄
、
み
だ
い
河
原
に
御
陣
を
居
ら
れ
、
滝

川
左
近
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
、
堀
久
太
郎
、
江
州
衆
、
若
州
衆
、
取
り
つ
づ
き
御
陣
を
懸
け
ら

れ
侯
。 

 

九
月
八
日
、
賀
藤
与
十
郎
、
万
見
仙
千
代
、
猪
子
安
西
、
四
人
召
し
出
だ
さ
れ
、
御
知
行
分

御
知
行
分
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
忝
き
次
第
な
り
。 



 

御
小
袖
、
皆
貼
に
下
さ
れ
し
人
数
の
事 

 

狩
野
永
徳
、
息
右
京
助
、
木
村
次
郎
左
衛
門
木
村
源
五
、
岡
辺
叉
右
衛
門
、
同
息
、
遊
左
衛

門
、
子
息
、
竹
屋
源
七
、
松
村
、
後
藤
平
四
郎
、
刑
部
、
新
七
、
奈
良
の
大
工
。 

 

諸
職
人
、
頭
貼
へ
、
御
小
袖
余
多
拝
領
さ
せ
ら
れ
、
何
れ
も
貼
、
忝
き
次
第
な
り
。 

  
 

伊
賀
国
、
三
介
殿
に
仰
せ
つ
け
ら
る
ゝ
事 

  

九
月
十
日
、
伊
賀
国
さ
な
ご
嶺
お
ろ
し
へ
諸
手
相
働
き
、
国
中
の
伽
藍
、
一
宮
の
社
頭
を
初

め
と
し
て
、
悉
く
放
火
侯
の
と
こ
ろ
に
、
さ
な
ご
よ
り
足
軽
を
出
だ
し
侯
。
滝
川
左
近
・
堀
久

太
郎
両
人
見
計
ひ
て
、
馬
を
乗
り
入
れ
、
究
竟
の
侍
十
余
騎
討
ち
捕
り
、
其
の
日
は
、
陣
所
貼

の
本
陣
へ
打
ち
帰
し
、 

 

九
月
十
一
日
、
さ
な
ご
攻
め
破
る
べ
き
の
と
こ
ろ
、
夜
中
に
退
散
な
り
。
さ
な
ご
へ
、
三
介

信
雄
入
れ
置
き
申
し
、
諸
勢
奥
郡
へ
相
働
き
、
諸
口
の
軍
兵
入
れ
合
せ
侯
間
、
爰
に
て
、
郡
貼

を
請
け
取
り
、
手
前
切
り
に
御
成
敗
。
其
の
上
、
城
々
破
却
申
し
つ
け
ら
れ
侯
な
り
。 

 

阿
加
郡
、
三
介
信
雄
御
請
け
取
り
に
て
御
成
敗
。
山
田
郡
、
上
野
守
信
兼
御
成
敗
。
名
張
郡
、

惟
住
五
郎
左
衛
門
、
筒
井
順
慶
、
蒲
生
兵
衛
大
輔
、
多
賀
新
左
衛
門
、
京
極
小
法
師
、
若
州
衆
。

右
の
衆
と
し
て
、
所
々
に
て
討
捕
る
頸
の
注
文
、
小
波
多
父
子
兄
弟
三
人
、
東
田
原
の
高
畠
四

郎
兄
弟
二
人
、
西
田
原
の
城
主
、
よ
し
は
ら
の
城
主
吉
原
次
郎
。
以
上
。 

 

阿
閉
郡
、
滝
川
左
近
、
堀
久
太
郎
、
永
田
刑
部
少
輔
、
阿
閉
淡
路
守
、
不
破
河
内
守
、
山
岡



美
作
守
、
池
田
孫
次
郎
、
多
羅
尾
、
青
木
、
青
地
千
代
寿
、
甲
賀
衆
。 

 

右
の
衆
と
し
て
、
所
々
に
て
討
ち
捕
る
頸
の
注
文
、 

 

河
合
の
城
主
、
田
屋
、
岡
本
、
国
府
の
高
屋
父
子
三
人
、
糟
屋
蔵
人
、
壬
生
野
の
城
主
、
荒

木
の
竹
野
屋
左
近
、
木
興
の
城
攻
干
し
、
撫
切
、
上
服
部
党
、
下
服
部
党
、
以
上
。 

 

此
の
外
、
数
多
切
り
捨
て
訖
ん
ぬ
。
右
の
外
、
一
揆
ど
も
、
大
和
境
・
春
日
山
へ
逃
げ
散
り

侯
を
、
筒
井
順
慶
、
山
貼
へ
分
け
入
り
、
尋
ね
捜
し
て
、
大
将
分
七
十
五
人
、
其
の
外
、
数
を

知
ら
ず
、
切
り
捨
て
侯
ひ
キ
。 

 

伊
賀
四
郡
の
内
、
三
郡
、
三
介
信
雄
御
知
行
に
参
り
、
一
郡
、
織
田
上
野
守
信
兼
御
領
中
に

参
る
。
以
上
。 

 

中
国
因
幡
国
と
つ
と
り
よ
り
、
高
山
右
近
罷
り
帰
り
、
彼
の
表
堅
固
の
様
子
、
絵
図
を
以
て
、

具
に
言
上
侯
。
是
れ
又
、
御
祝
着
侯
な
り
。 

 

十
月
五
日
、
稲
葉
刑
部
、
高
橋
虎
松
、
祝
弥
三
郎
、
是
れ
等
に
御
知
行
下
さ
れ
侯
な
り
。 

 

十
月
七
日
、
し
ろ
の
御
鷹
・
初
め
て
鳥
屋
を
出
で
、
愛
智
川
に
朝
鷹
つ
か
は
さ
れ
、
御
帰
り

に
、
桑
実
よ
り
直
ち
に
新
町
通
り
御
覧
じ
、
伴
天
連
幣
が
所
へ
御
立
ち
寄
り
、
爰
に
て
、
御
普

請
の
様
子
仰
せ
つ
け
ら
る
。 

  
 

伊
賀
国
へ
信
長
御
発
向
の
事 

  

十
月
九
日
、
伊
賀
国
御
見
物
と
し
て
、
岐
阜
中
将
信
忠
、
織
田
七
兵
衛
信
澄
御
同
道
に
て
、



其
の
日
、
飯
道
寺
へ
、
信
長
公
御
上
り
な
さ
れ
、
是
れ
よ
り
国
中
の
躰
御
覧
じ
、
御
泊
り
。 

 

十
月
十
日
。
一
宮
に
至
り
て
御
参
着
。
暫
時
の
御
休
息
も
御
座
な
く
、
一
宮
の
上
に
、
国
見

山
と
て
、
高
山
あ
り
。
則
ち
、
御
登
山
侯
て
、
先
づ
、
国
中
の
様
子
御
覧
じ
計
ら
れ
、
御
座
所

御
殿
、
滝
川
左
近
結
構
に
立
て
お
く
。
中
将
信
忠
御
座
所
、
其
の
外
、
諸
勢
残
る
所
な
く
拵
へ

置
き
、
珍
物
を
調
へ
、
御
膳
上
げ
申
し
、
御
馳
走
斜
な
ら
ず
。
三
介
信
雄
、
堀
久
太
郎
、
惟
住

五
郎
左
衛
門
、
是
れ
等
も
御
殿
御
座
所
我
れ
劣
ら
じ
と
、
綺
羅
を
瑩
き
、
御
普
請
。
御
膳
進
上

の
用
意
、
生
便
敷
次
第
な
り
。
路
次
す
が
ら
の
御
一
献
各
上
げ
申
す
べ
し
と
、
御
崇
敬
、
御
果

報
、
い
み
じ
く
、
お
ぢ
恐
る
ゝ
有
様
、
筆
に
も
詞
に
も
、
述
べ
が
た
き
様
躰
な
り
。 

 

十
月
十
一
日
、
雨
降
り
、
御
逗
留
。 

 

十
月
十
二
日
、
三
介
信
雄
御
陣
所
、
筒
井
順
慶
、
惟
住
五
郎
左
衛
門
陣
所
、
奥
郡
、
小
波
多

と
申
す
所
ま
で
、
御
家
老
衆
十
人
ぱ
か
り
召
し
列
れ
ら
れ
、
御
見
舞
。
さ
て
、
塞
貼
、
御
要
害

仕
る
べ
き
の
在
所
仰
せ
つ
け
ら
る
。 

 

十
月
十
三
日
、
伊
賀
国
一
宮
よ
り
安
土
に
至
り
て
御
帰
城
。 

 

十
月
十
七
日
、
長
光
寺
に
御
鷹
つ
か
は
さ
れ
侯
。
伊
賀
国
中
切
り
納
め
、
諸
卒
悉
く
帰
陣
な

り
。 

 

十
月
廿
日
よ
り
、
伴
天
連
、
北
南
に
二
通
、
新
町
・
鳥
打
へ
、
取
り
続
き
立
て
さ
せ
ら
れ
侯

は
ん
由
侯
て
、
御
小
性
衆
・
御
馬
廻
衆
へ
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
足
入
沼
を
填
め
さ
せ
、
町
屋
鋪
築

か
れ
、
御
晋
請
こ
れ
あ
り
。 

 



 
 

因
幡
国
鳥
取
果
て
口
の
事 

  

今
度
、
因
幡
国
と
つ
鳥
一
郡
の
男
女
、
悉
く
城
中
へ
逃
げ
入
り
、
楯
籠
り
侯
。
下
貼
、
百
姓

以
下
、
長
陣
の
覚
悟
な
く
侯
の
間
、
即
時
に
餓
死
に
及
ぶ
。
初
め
の
程
は
、
五
日
に
一
度
、
三

日
に
一
度
、
鐘
を
つ
き
、
鐘
次
第
、
雑
兵
悉
く
柵
際
ま
で
罷
り
出
で
、
木
草
の
葉
を
取
り
、
中

に
も
、
稲
か
ぶ
を
、
上
貼
の
食
物
と
し
、
後
に
は
是
れ
も
事
尽
き
侯
て
、
牛
馬
を
く
ら
ひ
、
霜

露
に
う
た
れ
、
弱
き
者
は
餓
死
際
限
な
し
。
餓
鬼
の
如
く
痩
衰
ヘ
た
る
男
女
、
柵
際
へ
寄
り
、

勹
焦
、
引
き
出
だ
し
扶
け
侯
へ
と
、
さ
げ
び
、
叫
喚
の
悲
し
み
、
哀
れ
な
る
有
様
、
目
も
当
て

ら
れ
ず
。
鉄
炮
を
以
て
打
ち
倒
し
侯
へ
ば
、
片
息
し
た
る
其
の
者
を
、
人
集
ま
り
、
刀
物
を
手

貼
に
持
つ
て
続
節
を
離
ち
、
実
取
り
侯
ヘ
キ
。
身
の
内
に
て
も
、
取
り
分
け
、
頭
能
き
あ
ぢ
は

ひ
あ
り
と
相
見
へ
て
、
頸
を
こ
な
た
か
な
た
へ
奪
ひ
取
り
、
逃
げ
侯
ヘ
キ
。
兎
に
角
に
、
命
程

強
面
の
物
な
し
。
然
れ
ど
も
、
義
に
依
つ
て
命
を
失
ふ
習
ひ
大
切
な
り
。
城
中
よ
り
降
参
の
申

し
様
、
吉
川
式
部
少
輔
、
森
下
道
祐
、
日
本
介
、
三
大
将
の
頸
を
取
り
進
ら
す
べ
く
侯
間
、
残

党
扶
け
出
だ
さ
れ
侯
様
に
と
、
詫
言
申
し
侯
間
、
此
の
旨
、
信
長
公
へ
伺
ひ
申
さ
る
ゝ
と
こ
ろ
、

御
別
義
な
き
の
間
、
則
ち
、
羽
柴
筑
前
守
秀
吉
同
心
の
旨
、
城
中
へ
返
事
侯
の
と
こ
ろ
、
時
日 

を
移
さ
ず
、
腹
を
切
ら
せ
、
三
大
将
の
頸
、
持
ち
来
な
り
侯
。 

 

十
月
十
五
日
、
取
鳥
籠
城
の
者
扶
け
出
だ
さ
る
。
余
り
に
不
便
に
存
知
せ
ら
れ
、
食
物
与
へ

ら
れ
候
へ
ば
、
食
に
ゑ
ひ
、
過
半
頓
死
侯
。
誠
に
餓
鬼
の
如
く
痩
衰
へ
て
、
中
貼
哀
れ
な
る
有

様
な
り
。
取
鳥
果
て
、
城
中
普
請
掃
除
申
し
つ
け
、
城
代
に
宮
部
善
祥
坊
入
れ
お
き
訖
ん
ぬ
。 



  
 

伯
耆
国
南
条
表
発
向
の
事 

  

十
月
廿
六
日
、
伯
者
国
に
南
条
勘
兵
衛
・
小
鴨
左
衛
門
尉
、
兄
弟
両
人
、
御
身
方
と
し
て
、

居
城
侯
と
こ
ろ
、
吉
川
罷
り
出
で
、
南
条
表
取
り
巻
く
の
由
、
注
進
侯
。
眼
前
に
攻
め
殺
さ
せ

侯
て
は
、
都
鄙
の
口
難
無
念
の
由
侯
て
、
羽
柴
筑
前
守
、
後
巻
に
罷
り
立
ち
、
東
西
の
膚
を
合

せ
、
一
戦
に
及
ぶ
べ
き
行
に
て
、 

 

十
月
廿
六
日
、
先
勢
を
遣
は
し
、 

 

十
月
廿
八
日
、
羽
柴
筑
前
守
秀
吉
出
陣
。
因
幡
・
伯
耆
の
境
目
に
、
山
中
鹿
之
介
弟
、
亀
井

新
十
郎
御
身
方
と
し
て
、
居
城
侯
。
是
れ
ま
で
羽
柴
筑
前
守
参
陣
。
爰
よ
り
伯
耆
へ
は
山
中
谷

合
に
て
節
所
と
云
ふ
事
、
大
方
な
ら
ず
。
即
時
に
南
条
表
に
相
働
き
、
羽
衣
石
と
云
ふ
城
、
南

条
勘
兵
衛
御
身
方
と
し
て
相
抱
へ
侯
。
お
な
じ
く
舎
兄
小
鴨
左
衛
門
尉
、
岩
倉
と
云
ふ
所
に
居

城
、
両
人
御
忠
節
の
筋
目
侯
と
こ
ろ
、
吉
川
罷
り
出
で
、
右
の
両
城
へ
着
き
向
ひ
、
卅
町
ば
か

り
隔
て
、
馬
の
山
と
云
ふ
所
に
張
陣
な
り
。 

 

十
月
廿
九
日
、
城
中
よ
り
黒
部
た
ち
の
御
馬
、
当
歳
二
歳
を
初
め
と
し
て
十
九
疋
、
佐
々
内

蔵
介
牽
き
上
せ
、
進
上
な
り
。 

 

十
一
月
朔
日
、
関
東
下
野
国
蜷
川
郷
、
長
沼
山
城
守
、
名
馬
三
ツ
進
上
。
根
来
寺
、
智
積
院
、

蜷
川
の
伯
父
な
り
。
是
れ
叉
、
使
者
同
道
侯
て
参
ら
れ
、
堀
久
太
郎
御
取
次
な
り
。 

 

御
返
書
遣
は
さ
れ
、
御
音
信
注
文
、
縮
羅 

百
端
。
紅 

五
十
斤
。
虎
皮 

五
枚
。
以
上
。



黄
金 
壱
枚
。
是
れ
は
、
使
者
に
参
り
侯
関
口
石
見
と
申
す
仁
に
下
さ
れ
侯
ひ
し
な
り
。 

 

是
れ
は
伯
耆
表
の
事
。
羽
柴
筑
前
守
秀
吉
、
羽
衣
石
近
所
に
七
ケ
日
在
陣
侯
て
、
国
中
手
遣

は
し
侯
て
、
兵
粮
取
り
集
め
、
蜂
須
賀
小
六
・
木
下
平
大
夫
両
人
押
へ
の
手
と
し
て
、
馬
之
山

へ
差
し
向
け
、
羽
衣
石
・
岩
倉
両
城
へ
取
り
続
き
、
人
数
段
々
に
備
へ
お
き
、
兵
粮
・
玉
薬
丈

夫
に
入
れ
お
き
、
来
春
相
働
く
べ
き
の
旨
申
し
合
わ
せ
、 

 

十
一
月
八
日
、
播
州
姫
路
に
至
り
て
帰
陣
。
吉
川
元
春
も
、
曲
な
く
人
数
引
き
取
り
侯
ひ
キ
。 

  
 

淡
路
島
申
し
付
け
ら
る
ゝ
の
事 

  

十
一
月
十
七
日
、
羽
柴
筑
前
・
池
田
勝
九
郎
両
人
、
淡
路
島
へ
人
数
打
ち
越
し
、
岩
屋
へ
取

り
懸
け
、
攻
め
寄
せ
し
の
と
こ
ろ
、
懇
望
の
筋
目
侯
て
、
池
田
勝
九
郎
手
へ
岩
屋
を
相
渡
し
、

別
条
な
く
申
し
付
く
。 

 

十
一
月
廿
日
、
姫
路
に
至
り
て
、
羽
柴
筑
前
守
、
帰
陣
。
池
田
勝
九
郎
、
是
れ
も
同
時
に
人

数
打
ち
納
む
る
な
り
。
淡
路
島
物
主
未
だ
仰
せ
つ
け
ら
れ
ず
侯
な
り, 

 

十
一
月
廿
四
日
、
犬
山
の
お
坊
、
安
土
に
至
つ
て
初
め
て
御
礼
。
是
れ
は
、
先
年
、
武
田
信

玄
と
御
入
魂
の
筋
目
こ
れ
あ
る
刻
、
信
長
公
の
末
子
を
養
子
仕
り
度
の
由
侯
て
、
甲
斐
国
へ
御

出
で
候
を
、
終
に
和
談
こ
れ
な
く
侯
て
、
送
り
申
し
侯
御
子
に
て
候
を
、
犬
山
へ
城
主
に
な
し

申
さ
れ
侯
。 

 

一
、
御
小
袖
、
一
、
御
腰
物
、
一
、
御
鷹
、
一
、
御
馬
、
一
、
御
持
鎗
、
此
の
外
、
色
々
取



り
揃
へ
参
ら
せ
ら
れ
、
御
内
衆
ま
で
、
そ
れ
貼
を
下
さ
れ
侯
な
り
。 

  
 

悪
党
御
成
敗
の
事 

  

十
二
月
五
日
、
江
州
永
原
の
並
び
、
野
尻
の
郷
に
、
東
善
寺
の
延
念
と
申
す
有
徳
な
る
坊
主

御
座
侯
。
な
ら
び
に
、
蜂
屋
の
郷
に
八
と
申
す
者
、
つ
ゝ
も
た
せ
を
仕
り
、
彼
の
寺
へ
若
き
女

を
し
た
て
、
雨
中
・
日
の
暮
に
走
り
こ
ま
せ
、
少
の
程
宿
を
か
ら
せ
、
迷
惑
と
申
し
侯
を
、
庭

の
は
し
に
て
火
を
た
き
、
あ
な
り
居
り
申
し
侯
を
、
跡
よ
り
お
と
こ
ど
も
打
ち
入
り
、
若
き
女

を
止
め
お
く
事
、
出
家
の
身
と
し
て
不
届
な
る
儀
に
侯
。
坊
主
に
礼
銭
を
出
だ
し
侯
へ
と
申
し

懸
け
、
覚
悟
に
及
ば
ず
と
、
か
ら
か
い
を
仕
り
侯
。
御
代
官
野
々
村
三
十
郎
・
長
谷
川
竹
、
両

人
と
し
て
搦
め
捕
へ
、
糺
明
を
遂
げ
、
女
男
と
も
に
御
成
敗
。
自
滅
、
哀
れ
な
る
有
様
な
り
。 

 

さ
る
程
に
、
月
迫
り
に
は
、
隣
国
遠
国
の
大
名
・
小
名
、
御
一
門
の
御
衆
、
安
土
へ
馳
せ
集

り
、
歳
暮
御
祝
言
と
し
て
、
金
銀
・
唐
物
・
御
服
・
御
紋
織
付
、
御
結
構
大
方
な
ら
ず
。
我
れ

劣
ら
じ
と
、
門
前
市
を
な
し
、
色
々
の
重
宝
進
上
、
其
の
員
を
知
ら
ず
。
寵
乱
崇
敬
斜
な
ら
ず
。

御
果
報
貴
有
様
、
本
朝
に
並
び
な
し
。
御
威
光
申
す
ば
か
り
な
き
次
第
な
り
。 

 

歳
暮
の
御
祝
儀
と
し
て
、
羽
柴
筑
前
守
秀
吉
、
播
州
よ
り
罷
り
上
り
、
御
小
袖
数 

弐
百
、

進
上
、
其
の
外
、
女
房
衆
か
た
、
そ
れ
ぞ
れ
へ
参
ら
せ
ら
れ
、
か
様
の
結
構
生
便
敷
様
躰
、
古

今
承
り
及
ぱ
ず
、
上
下
と
耳
目
を
驚
か
し
候
ひ
訖
ん
ぬ
。
今
度
、
因
幡
国
取
鳥
、
名
城
と
云
ひ
、

大
敵
と
云
ひ
、
一
身
の
覚
悟
を
以
て
一
国
平
均
二
申
し
つ
け
ら
る
ゝ
事
。
武
勇
の
名
誉
、
前
代



未
聞
の
旨
、
御
感
状
頂
戴
な
さ
れ
、
面
目
の
至
り
、
申
す
ば
か
り
な
し
。
信
長
公
御
満
足
な
さ

れ
、
御
褒
美
と
し
て
、
御
茶
の
湯
道
具
、
十
二
種
御
名
物
、
十
二
月
廿
二
日
、
御
拝
領
侯
て
、

播
州
へ
帰
国
侯
ひ
し
な
り
。 

 


